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 鷺長会次回運営会議 日時 平成 30 年 6 月 23 日（土）午前 10：00～午前 12：00  

場所 浜松アイミティ TEL 053-465-5065 浜松市船越町 11-11  終了予定     

議題 1. 鷺長会秋季練成会 9/23(日)の大会要項決定 当番 湖西支部  

2. 鷺長会名古屋吟行 5/27（日）の報告 不足金が出る 4.6 万 会費より補填する。 

来年度吟行 2 社以上見積を取る。 新しく吟行担当を設けて実施する 

3. 総本部報告事項 総本部総会質疑記録各支部 1 部配布 議事はすべて原案通り可決 

   吟詠推進事業東海大会 H30/11/23（金）名古屋北文化小劇場 要項を検討 

   総本部東明未来塾東海地区三期目開催の件（募集５名 各支部 1 名程度参加）  

    1 回目 7/7(土)、２回目 8/18(土)、３回目 10/6(土) 

4. 東海地区行事予定 昇格試験の報告 中谷委員長よりの講評 色々ご指摘を頂く。 

   総本部８５周年記念大会の件 H31.2.17 開催日決定 構成吟など準備に入る 

   6/26(火) 耀芳会と合同会合を開く ｱｲﾐﾃｨ  

5. 白鷺吟詠会 総会で会長はじめ役員が交代がされた。飯田報鷲副会長は留任 

6. 県総連関係行事  コンクールを終え中部地区大会出場の練習会予定     

   県総連吟詠研修会 9/23(日)の参加案内が来ている。（各会 1 名程度参加を募る） 

   県総連執行部会会合 6/25(月) 13 時～ 伊河麻神社 今後の方針を検討 

7. 浜吟連関係行事報告 第 51 回大会プログラム 6/25 配布（大会当日ご持参下さい）  

構成吟ﾃｰﾏ・各会ミニ構成吟 当番会（浜松愛吟、日本興道、浜松岳心） 

   鷺長会は 李白を詠う ﾅﾚｰｼｮﾝ 含み１０分以内 2 題） 競吟は５月号に掲載 

8. 鷺長会 会員増員対策委員会の立ち上げ（運営会議で担当）幼少年青年の会員を 

増やす。会員の勧誘について教室を増やす活動 本年度は入会者 現在 0 名。 

9. ﾎﾟﾘﾄﾞｰﾙ全国ｺﾝｸｰﾙ中部地区予選会７/1（日）本年度の参加申し込み状況説明 

 浜松地域情報センター 必要備品昨年と同条件で依頼  ＣＤ購入促進 

10. その他 少壮吟士吟詠チャリティｉｎ金沢 入場券申込書 配布 

◆鷺長会開催 Ｈ30年７月～  ☆鷺長会 55周年準備正副会長会（日）1:30～ ｱｲﾐﾃｨ 

☆浜吟連練習 7/8(日)9-12 ｱｲﾐﾃｨ  ☆浜吟連練習 7/15(日)9-12 ｱｲﾐﾃｨ 

☆講師会 7/28（土) p2～4 ｱｲﾐﾃｨ ☆鷺長会支部長会議 7/29（土）9：30 ｱｲﾐﾃ 

☆指導者講習会 8/25(土) ｐ1～ｐ4 ｱｲﾐﾃｨ  ☆講師会 9/29(土) p2～4 ｱｲﾐﾃｨ 

☆鷺長会秋季練成大会 9/23（日）湖西市新居地域ｾﾝﾀｰ   

◇各会今後の予定  ☆7/22(日)第 51回浜松吟詠連合会大会 Ｕﾎｰﾙ ａ９～ 開会 11～ 

☆7/1(日)ﾎﾟﾘﾄﾞｰﾙ中部予選会 地域情報ｾﾝﾀｰ  

☆7/17(月･祝)吟詠ｺﾝｸｰﾙ中部地区大会 刈谷市総合文化ｾﾝﾀｰｱｲﾘｽ a9:30～ 

☆8/5(日) 浜松市民吟詠会 曳馬協働ｾﾝﾀｰａ9～ 

☆8/5（日）東海地区指導者級競吟大会（名古屋北文化小劇場）16名参加  

☆8/19（日)翔鴻流静陵吟詠会 45周年記念詠大会 湖西市新居地域ｾﾝﾀｰ 

☆9/23（日)県総連吟詠審査研修会・少壮吟士研修会 清水ふれあいホール 

☆10/21（日)琇峰流沼津吟詠会 25周年 ﾎﾃﾙ沼津キャッスル 

☆10/21（日）浜松市民ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ Ｕﾎｰﾙ       167-1 名古屋城 

                              本丸御殿 

六月新入会員紹介  新会員無し。 今年度は出足が悪いので役員全員で、 

会員勧誘に力を入れてゆかなければなりません。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

和支部 第 16回吟詠の集い開催 H30年 6月 10 日（日） 表鷲津多目的ホール 

表鷲津多目的センターにて 6 月 10 日(日) 和 支部吟詠の集いが開催されました。例年

のように舞台設営、会場作り等全て支部会員が準備しました。このような中で友好会派

の静陵吟詠会の方、鷺長会各支部の指導者また遠路はるばる本部から池田菖黎先生と 

お母さま、中島菖豊先生、清水佑海(快波)先生も例年同様お出かけ頂き先生方にはアン

コール吟詠も快く受けて下さり、そしてギターとのコラボも素晴らしい見事な吟詠を 

披露して頂きました。１６回連続の開催、講師はじめ会員一同の心意気が伝わり思い出 

に残る吟詠の集いとなりました。会場には湖西市長、湖西市文化協会会長もお見えにな

り充実した会になりました。昨年は和支部女性の合吟で鈴木育代さんの日本一の舞が披露さ

れる。これから多くの人のリーダーとなり、いろいろな特技を持って活躍して頂くつもりでした

のに大変残念でした。今後も会員の強いきずなを以て会を盛んにして頂きたいと思いました。 

小泉純一郎講演会のこと 会場 ｱｸﾄ大ﾎｰﾙ 成３０年６月５日(火)13：45 開場 

 開場前から 1500 人以上の聴衆が並び、いまだ小泉人気は衰えずの感でした。友人に

誘われ講演を久しぶりに聞きました。原発に対する考え方を、熱を込めて訴えておりま

した。クリーンエネルギーを期待するのは世界の流れ、現実との調整がカギ！でしょう 

初め説き聞かせるような調子でしたが、後半は小泉節で政治談議を披露しました。  

  

 

総本部第７回総会 ６月 2 日１３時より尼崎市のエーリックで開催されました、 

皆様に特に関係のある事項についてお知らせします。定員 180 出席 138 委任 20 

1、会員数 １１，５４３人（昨年度末より７６５人の減少）新入会 773 退会 1538 

   再入会者１０５人 例年より 43 人減ですが・・再入会キャンペーン効果有 

2、公認会 認定証を頂く（１78 人で 15 人減でした。公認会 2 でした。） 

3．総本部会館は現在地で補強・リニューアル実施中 ｴﾚﾍﾞｰﾀ、ﾄｲﾚ 会議場改善他 

なお総本部総会の項の詳細は紙面の都合上掲載できませんので                    

 総会資料をお持ちの 師範代以上の先生に問い合わせてください  167-2 

           

県総連吟詠審査研修会参加 受付 鷺長会行事と重なりますが一部の方の参加を請う！ 

 ９月２3 日(日) 清水ふれあいホール  1 名 3,000 円 （昼食代含む） 

 研修内容 吟詠審査について・ﾓﾃﾞﾙによる吟詠実習・少壮吟士中部地区推薦研修会 

  鷺長会締切日 7 月 15 日（日） 申込みは 飯田報信まで 

まで  

ポリドール吟詠会   ７月 1 日(日) 浜松地域情報ｾﾝﾀｰにて 吟詠ｺﾝｸｰﾙと研修会を 

行います。生演奏、音響効果の良い、素晴らしい会場で経験が出来ると思います。 

大阪から講師の先生も見え直接指導を受けることが出来ます。 聴講は無料です多くの

方に来場頂き、指導の状況を目の当たりにすることが大きな収穫となります。来年は！    
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  現在の名古屋城 （Ｈ３０.６） 

 

戦前 焼失前の名古屋城 

  

 

  徳川園の池から流れ出る水 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 皆様よりの投稿があるからこそ会報が楽しいものになります。今年も総本部総会が 

終り今年の予定が確定いたしました。東明未来塾・東海地区吟詠研修会・総本部８５周年大会と 

これからの吟詠会をかんがえて吟詠のレベルアップと指導者の養成に力を灌いでおります。 

会報でもこれからどうなってゆくのか、いろいろな情報を提供して行きたいと思います、会員の 

皆様の投稿も多数掲載して、紙面を豊かに楽しいものにして行きたいと思っております。 

絵とか写真でも皆様にご紹介いただけるものがありましたら投稿をお願い致します。 

       

論語十二か月-12   
今回が論語１２回目となります。もうすこし掲載したい所ですが来月から

は次のテーマに変わってゆきたいと思っております。 

子曰わく、疏食を飯（くら）い水を飲み、肱を曲げて之を枕とす。楽しみも亦其の  

中に在り。不義にして富且つ貴きは、我に於て浮雲の如し。（述而第七） 

先師が言われた。「粗末な食物を食べ、冷水を飲み、肱を曲げて枕として寝るような貧乏

生活の中にも楽しみはあるものだ。不義を行って財産や地位を得ても自分においては 

浮雲のようなものだ 

子曰わく、富にして求むべくんば、執鞭の士と雖も、吾亦之を為さん。如し求むべから

ずんば、吾が好む所に従わん。（述而第七）  

先師が言われた。「私は富をどうしても求めなければいけないものなら、行列のお先払い

でも喜んでしよう。だが求めてならないものなら、私はたとえ貧乏をしても自分の好き

なことをしたい」 

子、顔淵に謂いて曰わく、之を用うれば則ち行い、之を舎つれば則ち蔵（かく）る。 

唯我と爾と是れあるかな。（述而第七）  

先師が顔淵に向かって言われた。「用いられれば、自分の信念によって堂々と行い、用い

られなければ、退いて静かに一人道を楽しむ者は、ただ私とお前くらいかな」 

子曰く、憤せずんば啓せず。悱せずんば発せず。一隅を挙げて三隅を以て反らざれば、 

則ち復せざるなり。（述而第七）   

先師が言われた。「自分で理解に苦しんで歯がみをする程にならなければ、解決の糸口をつけ

てやらない。言おうとして言えず、口を歪めるほどでなければ、その手引きをしてやらない。 

一隅を示して他の三隅を自分で研究するようでなければ、二度と繰り返して教えない」 

(発行責任者) 公益社団法人関西吟詩文化協会 浜松鷺長会  会長  飯田報信  副会長・事務局長 森下報薫   

    広報委員 鈴木修栄、沢木洋伸、飯田報峡、金原修潜、小倉祥司、水野 薫 167-4        

             

次のコラムテーマについて 次回より話題を変えて、漢字いろいろとし面白い漢字を 

集めてみようと思います。（何かおもいあたる 漢字の話ありましたらお寄せ下さい） 
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今迄のコラム項目 １季節のことば、2.十二支の言葉、3.数字の言葉、4.いろはかるた 

 5.色はいろいろ、6.マナーいろいろ、7.遠州の方言いろいろ 8.遠州の歴史十二か月 

 9.万葉集十二か月、10.ことわざいろいろ、11.日本の芸能、12.日本の歌十二か月 

 13.論語の言葉   14.漢字いろいろ  
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る
こ
と
希
に
し
て 

珠
を
抱
え

燭
し
ょ
く

を
口
に
啣 く

わ

え
て
此
の
中
に 

蟠
わ
だ
か
ま

る
（
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
） 

雷
化
雲 

從 よ
り

の 

日
を
や
わ
ら
げ
る 

飛
び
く
る
瀑 た

き

は 

百
尋 ひ

ろ(

１
８
０
ｍ) 

心
地
は
ぞ
っ
と
す
る 


